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平
成
21
年
6
月
1
日
の
改
正
消
防
法
施
行
に
よ

り
、
一
定
規
模
以
上
の
防
火
対
象
物（
防
災
管
理
対
象

物
）に
お
い
て
は
、
防
火
と
地
震
に
関
す
る
安
全
対
策

を
盛
り
込
ん
だ
消
防
計
画
の
作
成
と
消
防
署
へ
の
届
出

及
び
自
衛
消
防
組
織
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
本
年
3
月
11
日
に
東
日

本
大
震
災
が
発
生
し
た
た
め
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
防

災
管
理
対
象
物
を
中
心
に
地
震
に
対
す
る
事
前
対
策
や

発
生
直
後
の
自
衛
消
防
活
動
等
に
つ
い
て
、
東
北
被
災

地
お
よ
び
首
都
圏
に
所
在
す
る
防
火
対
象
物（
防
災
管

理
対
象
物
）の
被
害
状
況
調
査
を
行
い
、
各
種
の
教
訓

等
を
得
た
の
で
そ
の
概
要
を
述
べ
て
み
る
が
、
さ
ら
に

大
規
模
地
震
に
つ
い
て
は
、
防
火
対
象
物
の
規
模
の
大

小
を
問
わ
ず
事
前
対
策
、
発
生
時
の
活
動
、
教
訓
等
は
、

ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
教
訓
を
も
と
に
劇

場
等
の
地
震
対
策
に
つ
い
て
、
留
意
事
項
等
を
述
べ
て

み
た
い
。

　

今
回
の
地
震
の
概
要
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

1　

 

発
生
日
時

　
　
　

平
成
23
年
3
月
11
日（
金
）14
時
46
分

　

2　

震
源
及
び
規
模（
推
定
）

　
　
　

 
三
陸
沖（
北
緯38.1

度
、
東
経142.9

度
、
牡

鹿
半
島
の
東
南
東130

㎞
付
近
）

　
　
　

 

深
さ
24
㎞
、
モ
ー
メ
ン
ト
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド 

M
w
9.0

　

3　

各
地
の
震
度（
震
度
6
弱
以
上
）

　
　
　

震
度
7　
　

宮
城
県
北
部

　
　
　

震
度
6
強　

 

宮
城
県
南
部
・
中
部
、
福
島
県
中

通
り
・
浜
通
り
、
茨
城
県
北
部
・

南
部
、
栃
木
県
北
部
・
南
部

　
　
　

震
度
6
弱　

 

岩
手
県
沿
岸
南
部
・
内
陸
北
部
・

内
陸
南
部
、
福
島
県
会
津
、
群
馬

県
南
部
、
埼
玉
県
南
部
、
千
葉
県

北
西
部

　

4　

首
都
圏（
東
京
都
内
）

　
　
　

震
度
5
弱
〜
5
強

　
　
（
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
）

　

調
査
の
結
果
、
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、
沿
岸
部

で
は
、
想
像
を
絶
す
る
多
大
な
津
波
の
被
害
が
発
生
し
、

多
く
の
死
傷
者
の
発
生
と
建
築
物
等
の
原
形
を
留
め
な

い
ほ
ど
大
き
な
損
傷
を
受
け
た
。

　

一
方
、
内
陸
部
で
は
、
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
ほ
ど
の
極
め
て
大
き
な
揺
れ（
震
度
5
強
〜
7
）に

よ
り
建
物
倒
壊
等
の
被
害
は
部
分
的
で
あ
っ
た
が
、
け

が
人
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
閉
じ
込
め
や
人
的
被
害（
津

波
は
除
く
）等
の
被
害
は
、
相
当
数
発
生
し
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
や
家
具
等
の
転
倒
、
落
下
、
移
動
等
の
被
害
は

劇
場
等
の
大
規
模
地
震
対
策
に
つ
い
て

財
団
法
人　

消
防
科
学
総
合
セ
ン
タ
ー

審
議
役　

山　

崎　

文　

徳
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極
め
て
大
き
か
っ
た
。
特
に
長
期
間
に
わ
た
る
停
電
や

外
部
か
ら
の
情
報
の
途
絶
、
幾
度
と
な
く
発
生
し
た
余

震
等
が
、
大
き
な
障
害
と
な
り
自
衛
消
防
活
動
や
災
害

対
策
本
部
の
運
営
活
動
等
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　

ま
た
、
首
都
圏
で
は
、
震
度
5
弱
〜
5
強
の
強
い

揺
れ
が
あ
っ
た
が
、
幸
い
建
物
損
壊
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

等
の
大
き
な
障
害
は
発
生
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
天
井

落
下
に
よ
る
死
傷
者
の
発
生
や
交
通
機
関（
JR
、
私
鉄
、

地
下
鉄
、
バ
ス
等
）の
全
面
運
休
に
伴
う
帰
宅
困
難
者

が
非
常
に
多
く
発
生
し
た
。

　

両
地
域
と
も
に
地
震
発
生
の
直
後
、
各
自
が
身
を
守

り
、
揺
れ
が
収
ま
っ
た
ら
出
火
防
止
を
図
る
と
い
う
基

本
的
活
動
は
、
訓
練
ど
お
り
出
来
た
が
、
従
前
か
ら
行

わ
れ
て
き
た
火
災
時
の
訓
練
と
は
別
に
、
地
震
に
対
す

る
防
災
訓
練
を
よ
り
積
極
的
に
行
い
、
消
防
計
画
、
災

害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
自
衛
消
防
訓
練
等
の
見
直
し
・

改
善
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
事
業
所
が
多
か
っ
た
。

　

今
回
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
主
な
事
例
と
教
訓

等
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

1　

地
震
発
生
直
後
の
初
動
活
動
に
つ
い
て
、
被
災
地

で
は
地
震
の
揺
れ
が
非
常
に
大
き
く（
震
度
6
〜

7
程
度
）、
長
い
時
間
揺
れ
て
い
た（
数
分
間
続

い
た
）こ
と
か
ら
、
立
っ
て
い
ら
れ
な
い
ほ
ど
で

あ
っ
た
が
、
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
後
は
、
事
業

所
の
自
衛
消
防
隊
が
、
出
火
防
止
を
は
じ
め
初

動
対
応
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
事
例
が

多
か
っ
た
。

　
　
　

劇
場
等
で
も
、
同
様
に
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
後

は
、
観
客
が
茫
然
自
失
状
態
で
あ
っ
た
た
め
か
、

非
常
放
送
や
誘
導
員（
案
内
係
）に
よ
る
避
難
誘

導
に
よ
り
、
パ
ニ
ッ
ク
に
な
ら
ず
比
較
的
静
か

に
避
難
で
き
た
事
例
が
あ
っ
た
。

　
　
　

首
都
圏
で
は
、
震
度
が
中
程
度（
5
弱
〜
5
強

程
度
）で
あ
っ
た
た
め
、
ほ
と
ん
ど
が
そ
の
場
で

身
を
守
っ
た
が
、
一
部
に
慌
て
て
建
物
の
外
へ

飛
び
出
す
人
も
お
り
、
劇
場
等
で
も
同
様
の
傾

向
が
あ
っ
た
の
で
、
非
常
放
送
や
案
内
係
等
の

制
止
に
よ
る
パ
ニ
ッ
ク
防
止
策
等
を
検
討
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
。

2　

地
震
発
生
直
後
の
非
常
放
送
の
活
用
に
つ
い
て
、

東
北
被
災
地
で
は
、
放
送
設
備
の
使
用
は
で
き

た
が
、
揺
れ
が
激
し
く
放
送
を
行
え
る
状
態
で

は
な
く
、
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
後
も
ス
ム
ー
ズ

に
放
送
で
き
な
か
っ
た
事
業
所
が
多
か
っ
た
。
東

北
被
災
地
及
び
首
都
圏
の
劇
場
等
で
も
、
同
様

に
非
常
放
送
に
お
い
て
苦
労
し
た
と
の
事
例
が

あ
っ
た
の
で
、
予
め
何
通
り
か
の
放
送
文
を
用

意
し
て
お
き
、
す
ぐ
読
み
上
げ
ら
れ
る
よ
う
な

事
前
準
備
や
場
内
放
送
と
非
常
用
放
送
の
切
り

替
え
要
領
等
を
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

3　

地
震
発
生
直
後
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
、
東

北
被
災
地
で
は
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
等
は
ほ
と

ん
ど
途
絶
し
た
が
、
特
に
停
電
に
よ
る
、
照
明

の
消
灯
、
電
話
回
線
等
の
不
通
、
テ
レ
ビ
な
ど

に
よ
る
情
報
収
集
の
不
能
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

停
止
等
が
起
こ
り
多
く
の
事
業
所
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
。

　
　
　

誘
導
灯
や
非
常
灯
な
ど
に
よ
り
、
か
ろ
う
じ
て

薄
暗
い
中
で
の
避
難
経
路
の
確
保
が
で
き
た
が
、

劇
場
等
に
お
い
て
も
場
内
の
照
明
が
消
え
、
観

客
の
避
難
誘
導
等
の
初
動
対
応
に
大
変
苦
慮
し

た
事
例
も
見
受
け
ら
れ
た
。

　
　
　

首
都
圏
で
は
、
停
電
は
な
か
っ
た
が
、
さ
ら
に

大
き
な
地
震
に
備
え
て
電
源
の
確
保
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。
特
に
劇
場
等
で
は
、
地
震
の

恐
怖
と
消
灯
に
よ
る
パ
ニ
ッ
ク
防
止
策
を
検
討

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

4　

情
報
の
収
集
・
伝
達
に
お
い
て
、
東
北
被
災
地
で

は
、
テ
レ
ビ
や
携
帯
電
話
等
が
停
電
や
回
線
不
通

に
よ
り
使
用
不
能
と
な
り
、
外
部
か
ら
の
情
報
が

途
絶
し
、
外
部
の
被
害
情
報
の
収
集
、
交
通
機
関

情
報
の
収
集
等
が
で
き
な
か
っ
た
事
例
が
多
か

っ
た
。
情
報
収
集
は
、
携
帯
ラ
ジ
オ
や
携
帯
電
話

の
ワ
ン
セ
グ
機
能
等
に
よ
る
も
の
が
多
か
っ
た
。

 　
　

首
都
圏
に
お
い
て
は
、
テ
レ
ビ
の
使
用
は
で
き

た
が
携
帯
電
話
は
、
ほ
と
ん
ど
が
回
線
不
通
と

な
っ
た
た
め､

使
用
で
き
な
か
っ
た
。

　
　
　

特
に
劇
場
等
で
は
、
外
部
の
被
害
情
報
の
収
集
、

観
客
の
帰
り
の
交
通
機
関
情
報
等
の
収
集
と
提

供
方
策
、
電
源
確
保
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。

5　

家
具
や
機
器
等
の
転
倒
、
落
下
、
移
動
等
に
つ
い

劇
場
等
地
震
対
策
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て
、
東
北
被
災
地
で
は
、
7
〜
8
割
近
く
の
事

業
所
に
お
い
て
、
何
ら
か
の
形
で
被
害
が
発
生

し
た
が
、
防
止
措
置
が
有
効
に
機
能
し
、
そ
の

必
要
性
を
認
識
し
た
事
業
所
が
多
か
っ
た
。

　
　
　

劇
場
等
で
は
、
客
席
や
舞
台
部
分
の
天
井
、
照

明
、
舞
台
装
置
等
の
防
止
措
置
を
日
頃
か
ら
検
討

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
実
際
に
首
都
圏
で
は
、

天
井
落
下
に
よ
る
死
傷
者
も
発
生
し
て
い
る
。

6　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
閉
じ
込
め
事
案
に
つ
い
て
、
地

震
管
制
装
置
の
設
置
に
よ
り
、
閉
じ
込
め
を
防

い
だ
ケ
ー
ス
が
か
な
り
あ
っ
た
が
、
閉
じ
込
め
事

案
の
発
生
事
例
で
は
、
い
ず
れ
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

会
社
の
到
着
が
見
込
め
ず
、
長
時
間
閉
じ
込
め

が
続
い
た
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
一
部

に
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
会
社
の
講
習
を
受
け
た

事
業
所
設
備
担
当
者
に
よ
る
救
出
が
で
き
た
例

も
あ
っ
た
の
で
、
今
後
の
対
策
を
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

会
社
と
練
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

7　

帰
宅
困
難
者
対
応
に
つ
い
て
は
、
東
北
被
災
地
及

び
首
都
圏
と
も
に
各
事
業
所
で
は
、
主
と
し
て

従
業
員
用
の
対
応
を
計
画
し
て
い
た
が
、
外
部

か
ら
の
一
般
通
行
人
や
近
隣
住
民
等
が
多
数
押

し
寄
せ
た
た
め
そ
の
対
応
に
苦
慮
し
た
。
し
か

し
全
般
に
事
業
所
の
自
主
的
な
対
応
に
よ
り
待

機
ス
ペ
ー
ス
、
食
糧
、
飲
料
水
等
の
提
供
を
し

た
事
例
が
多
か
っ
た
。

 　
　
　

特
に
、
首
都
圏
で
は
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
に
接

続
す
る
大
規
模
建
築
物（
商
業
ビ
ル
、
百
貨
店
、

公
共
施
設
等
）に
お
い
て
、
交
通
機
関
の
途
絶
に

伴
う
帰
宅
困
難
者
の
流
入
が
あ
り
、
対
応
に
大

変
苦
労
し
た
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。

　
　
　

劇
場
等
で
は
、
特
に
観
客
等
の
帰
宅
困
難
者
へ

の
対
応
を
具
体
的
に
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

8　

資
機
材
、
飲
料
水
、
食
糧
等
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん

ど
の
事
業
所
が
地
震
に
備
え
て
懐
中
電
灯
、
携

帯
ラ
ジ
オ
、
救
急
用
品
、
食
糧
、
飲
料
水
、
救

出
作
業
資
機
材（
バ
ー
ル
、
ジ
ャ
ッ
キ
等
）等
を

備
蓄
し
て
い
た
が
、
全
般
に
品
目
、
数
量
等
を

見
直
す
必
要
が
あ
る
。

　
　
　

特
に
停
電
対
策
と
外
部
情
報
収
集
手
段
の
確
保

の
た
め
、
小
型
発
電
機
、
懐
中
電
灯
、
携
帯
ラ

ジ
オ
、
衛
星
電
話
等
の
備
蓄
を
重
点
的
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　

劇
場
等
で
は
、
懐
中
電
灯
、
誘
導
用
小
旗
、
携

帯
用
拡
声
器
等
の
避
難
誘
導
用
機
材
の
必
要
数

量
の
確
保
と
す
ぐ
に
使
用
可
能
な
置
き
場
所
等

の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

9　

消
防
用
設
備
等
に
つ
い
て
、
調
査
に
よ
れ
ば
、
被

害
が
半
数
以
上
有
り
、
具
体
的
に
多
か
っ
た
の

は
、
自
動
火
災
報
知
設
備
、
誘
導
灯
、
屋
内
消

火
栓
設
備
、
放
送
設
備
等
の
順
で
あ
っ
た
。

　
　
　

ま
た
防
火
戸
や
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
火
災
で
は

な
い
の
に
作
動
し
た
ケ
ー
ス（
誤
作
動
等
）が
半

数
以
上
あ
り
、
復
旧
に
手
間
取
っ
た
り､

避
難
経

路
に
障
害
を
与
え
る
恐
れ
の
あ
る
事
例
が
多
く

あ
っ
た
。

10　

消
防
計
画
、
訓
練
等
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
東
北

被
災
地
及
び
首
都
圏
で
は
、
自
衛
消
防
隊
が
消

防
計
画
に
基
づ
く
日
常
の
訓
練
の
経
験
等
か
ら
、

比
較
的
落
ち
着
い
て
初
期
活
動
が
で
き
た
と
の

事
業
所
が
多
か
っ
た
。

　
　
　

こ
の
こ
と
か
ら
さ
ら
に
具
体
的
な
活
動
要
領
を

一
人
ひ
と
り
に
訓
練
を
通
じ
て
習
熟
さ
せ
る
よ

う
な
計
画
や
訓
練
の
改
善
、
見
直
し
を
行
う
必

要
が
あ
る
。

　
　
　

ま
た
初
期
活
動
と
平
行
し
て
被
害
状
況
の
把
握

と
復
旧
、
帰
宅
困
難
者
対
応
、
食
糧
、
飲
料
水
、

毛
布
等
の
手
配
、
事
業
再
開
等
に
つ
い
て
、
長

期
戦
に
備
え
た
災
害
対
策
本
部
の
設
置
・
運
営

の
重
要
性
を
認
識
し
た
事
業
所
が
多
か
っ
た
。

　

 　
　

劇
場
等
に
お
い
て
も
、
非
常
放
送
や
案
内
係

等
の
観
客
へ
の
呼
び
か
け
に
よ
る
パ
ニ
ッ
ク
防

止
や
避
難
誘
導
等
の
初
期
活
動
と
災
害
対
策
本

部
に
よ
る
そ
の
後
の
対
応
に
つ
い
て
、
計
画
や

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
、
訓
練
に
よ
る
円
滑
な
活

動
を
行
え
る
方
策
等
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　

以
上
の
よ
う
な
教
訓
等
を
踏
ま
え
、
劇
場
等
の

演
劇
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
式
典
等
の
会
場
使
用
中

の
地
震
対
策
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。

　
　
　

劇
場
等
の
初
期
対
応
と
し
て
は
、
観
客
の
パ
ニ

ッ
ク
防
止
と
避
難
誘
導
、
飲
食
物
販
売
箇
所
等

の
出
火
防
止
が
最
も
重
要
で
あ
る
。
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地
震
発
生
時
の
初
期
活
動
を
は
じ

め
と
す
る
対
応
に
つ
い
て

　

演
劇
、
コ
ン
サ
ー
ト
等
公
演
中
に
地
震
が
発
生
し
た

場
合
の
対
策
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
対
応
に
留
意
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
（
1
）観
客
へ
の
対
応

　

・
パ
ニ
ッ
ク
防
止
は
場
内
放
送
、
舞
台
上
か
ら
の
主

催
者
、
場
内
の
案
内
係
等
に
よ
る
呼
び
か
け
に
よ

り
観
客
を
落
ち
着
か
せ
る
。
た
と
え
ば「
地
震
で

す
。
こ
の
建
物
は
安
全
で
す
か
ら
慌
て
ず
そ
の
場

で
身
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
避
難
す
る
場
合
は
、

係
員
が
、
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
落
ち
着
い
て

そ
の
場
で
待
機
し
て
く
だ
さ
い
。」な
ど
と
呼
び

か
け
る
。

　

・
観
客
は
、
そ
の
場
で
身
を
屈
め
る
等
各
自
身
を

守
る
。

　

・
演
劇
、
演
奏
等
を
一
時
中
止
す
る
。

　

・
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
後
、
火
災
の
有
無
、
場
内
の

被
害
、
余
震
等
に
よ
る
危
険
性
等
の
状
況
を
判

断
し
て
、
ロ
ビ
ー
ま
た
は
外
部
へ
の
避
難
誘
導

を
行
う
。

　

・
避
難
誘
導
す
る
場
合
は
、
出
入
り
口
の
ド
ア
ー
毎

に
誘
導
係
が
、
付
き
携
帯
用
拡
声
器
等
で「
前
の

方
を
押
さ
ず
に
落
ち
着
い
て
私
の
後
に
つ
い
て

き
て
く
だ
さ
い
」等
と
伝
え
て
ド
ア
ー
毎
に
順
番

に
避
難
誘
導
を
行
い
所
定
の
避
難
場
所
へ
避
難

さ
せ
る
。

　
　
　

た
だ
し
火
災
発
生
の
場
合
は
、
た
だ
ち
に
一
斉

避
難
誘
導
を
行
う
。

　

・
避
難
し
た
観
客
に
地
震
情
報
、
内
外
の
被
害
状
況
、

交
通
機
関
、
今
後
の
見
通
し
等
の
情
報
を
提
供

し
、
し
ば
ら
く
そ
の
ま
ま
待
機
す
る
よ
う
伝
え

落
ち
着
か
せ
る
。

　

・
観
客
が
帰
宅
で
き
な
い
場
合
は
、
交
通
機
関
等
の

回
復
ま
で
、
対
応
を
行
う
の
で
そ
の
ま
ま
待
機

し
て
ほ
し
い
旨
を
伝
え
る
と
同
時
に
飲
料
水
、
食

料
等
の
手
配
を
行
う
。

　
（
2
）出
演
者
へ
の
対
応

　

・
出
演
者
等
へ
は
、
舞
台
上
か
ら
安
全
な
場
所
へ
退

避
し
、
各
自
身
を
守
る
よ
う
指
示
す
る
。

　

・
特
に
舞
台
上
の
照
明
器
具
や
舞
台
装
置
等
の
転

倒
・
落
下
等
の
危
険
か
ら
素
早
く
安
全
な
場
所

へ
退
避
す
る
よ
う
指
示
す
る
。

　

・
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
場
合
は
、
避
難
の
際
の
楽
器

の
取
扱
い
を
事
前
に
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。（
高
額
な
楽
器
と
避
難
障
害
の
恐
れ
と
の
兼

ね
合
い
に
よ
り
検
討
し
て
お
く
）

　
（
3
）自
衛
消
防
隊
各
班
の
活
動

　

・
揺
れ
が
収
ま
っ
た
ら
消
火
班
等
は
、
た
だ
ち
に
出

火
危
険
個
所（
飲
食
の
調
理
又
は
販
売
所
等
）へ

消
火
器
を
携
行
し
な
が
ら
駆
け
付
け
出
火
防
止

又
は
、
初
期
消
火
を
行
う
。

　

・
火
災
が
発
生
し
て
い
な
け
れ
ば
、
慌
て
て
避
難
せ

ず
被
害
状
況
の
把
握
、
け
が
人
の
有
無
等
を
確

認
し
て
自
衛
消
防
隊
本
部（
防
災
セ
ン
タ
ー
等
）

へ
報
告
す
る
す
る
と
と
も
に
本
部
の
指
示
に
よ

り
避
難
誘
導
班
等
を
応
援
す
る
。

　

・
火
災
が
発
生
し
て
い
る
場
合
は
、
初
期
消
火
に
よ

り
抑
え
る
が
、
ど
う
し
て
も
抑
え
ら
れ
ず
延
焼

拡
大
の
場
合
は
、
た
だ
ち
に
防
火
区
画
の
設
定

と
同
時
に
全
館
避
難
誘
導
を
行
い
、
外
部
の
安

全
な
場
所
へ
避
難
誘
導
す
る
。

　

・
け
が
人
が
発
生
し
た
場
合
は
、
応
急
救
護
所
を
設

置
し
、
そ
こ
に
集
め
て
応
急
処
置
を
行
う
。

　

・
防
災
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
閉
じ

込
め
が
な
い
か
確
認
す
る
。
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地
震
発
生
に
備
え
た
事
前
対
策
に

つ
い
て

　

地
震
の
発
生
に
備
え
た
事
前
の
対
策
と
し
て
、
次
の

よ
う
な
事
項
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

・
客
席
の
天
井
落
下
や
照
明
器
具
、
舞
台
装
置
等
の

転
倒
、
落
下
、
移
動
等
に
対
す
る
対
策
を
検
討

し
施
し
て
お
必
要
が
あ
る
。

　

・
場
内
放
送
と
非
常
放
送
の
切
り
替
え
操
作
を
ス

ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
日
頃
か
ら
訓
練
し
て

置
く
と
と
も
に
放
送
文
の
検
討
を
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。

　

・
帰
宅
困
難
者
の
対
応（
観
客
及
び
出
演
者
、
従
業

員
等
）を
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

・
避
難
の
場
合
の
舞
台
上
の
楽
器
等
の
持
ち
出
し
に

つ
い
て
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。（
高
価
な

楽
器
と
持
ち
出
し
に
よ
る
避
難
障
害
の
恐
れ
と

の
兼
ね
合
い
）

　

・
舞
台
上
の
演
技
者
又
は
、
演
奏
者
等
の
安
全
を
守

る
方
策
を
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
　
（
照
明
、
舞
台
装
置
等
の
転
倒
・
落
下
等
）

　

・
非
常
用
発
電
機
の
長
時
間
運
転
が
可
能
な
対
策
を

取
る（
燃
料
の
容
量
増
加
や
補
給
体
制
の
確
立
）

　

・
劇
場
等
と
し
て
の
非
常
用
資
機
材
等
の
備
蓄（
懐

中
電
灯
、
携
帯
用
拡
声
器
、
誘
導
用
小
旗
、
ラ

ジ
オ
、
小
型
発
電
機
等
）を
検
討
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。

　

・
災
害
対
応
訓
練
に
つ
い
て
は
、
劇
場
等
の
実
態
に

よ
っ
て
は
、
従
業
員
の
人
数
が
少
な
い
た
め
一

人
何
役
も
の
活
動
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
も

あ
る
こ
と
か
ら
優
先
度
を
つ
け
、
パ
ニ
ッ
ク
防

止
の
放
送
や
呼
び
か
け
、
初
期
消
火
活
動
等
を

最
優
先
で
行
い
、
次
に
避
難
誘
導
や
け
が
人
の

救
出
救
護
な
ど
を
行
う
な
ど
、
少
な
い
人
員（
一

人
何
役
も
行
え
る
よ
う
に
す
る
）で
も
迅
速
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
に
訓
練
を
通
じ
て
体
で
覚
え

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

・
そ
の
他
、
主
催
者
と
し
て
の
検
討
事
項
も
併
せ
て

検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
　
　

例
え
ば
、
地
震
が
中
ぐ
ら
い
の
場
合（
震
度
5

弱
〜
5
強
程
度
の
首
都
圏
の
場
合
な
ど
）の
主
催

者
側
責
任
者
と
会
場
側
責
任
者
に
よ
る
公
演
の

続
行
か
中
止
の
決
定（
こ
の
場
合
、
チ
ケ
ッ
ト
の

払
い
戻
し
や
再
上
演
等
の
検
討
）、
帰
宅
困
難
な

観
客
へ
の
対
応
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。

　

以
上
の
通
り
、
東
日
本
大
震
災
の
調
査
か
ら
得
ら
れ

た
事
項
と
教
訓
等
の
概
要
と
こ
れ
ら
を
反
映
し
た
劇
場

等
の
地
震
対
策
と
し
て
留
意
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
述

べ
て
み
た
が
、
今
回
の
地
震
で
最
も
大
き
な
教
訓
と
し

て
は
、
停
電
対
策（
電
源
の
確
保
）と
情
報
収
集
・
伝
達

対
策（
情
報
伝
達
機
器
の
確
保
）を
い
か
に
確
実
に
実
施

す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

劇
場
等
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
教
訓
を
踏
ま
え
た

う
え
で
、
地
震
発
生
直
後
の
初
期
活
動
に
お
い
て
、
観

客
の
パ
ニ
ッ
ク
防
止
と
安
全
な
避
難
誘
導
を
限
ら
れ
た

人
間
で
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
効
果
的
に
行
え
る
か
各

劇
場
等
の
実
情
に
合
わ
せ
た
訓
練
を
通
じ
て
、
実
効
性

の
あ
る
対
策
を
練
っ
て
お
く
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
。

　

ま
た
劇
場
等
の
特
殊
性
か
ら
主
催
者
と
劇
場
等
所
有

者
が
異
な
る
場
合
は
、
主
催
者
側
と
劇
場
側
の
防
火
・

防
災
管
理
者
及
び
自
衛
消
防
隊
長
等
と
の
お
互
い
の
意

思
疎
通
を
事
前
に
十
分
図
り
、
緊
急
時
の
対
処
方
法
を

確
立
し
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

以
上

（
注
） 参
考
文
献
：「
大
規
模
地
震
対
応
消
防
計
画
の
改

善
見
直
し
・
自
衛
消
防
訓
練
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

　
　
（
財
）消
防
科
学
総
合
セ
ン
タ
ー
発
行
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脚
本
家
養
成
講
座

「
ま
ず
は
、
台
本
」

　
「
俺
は
、
本
が
書
け
な
い
ん
だ
よ
。
た
だ
の
ぬ
り
絵

師
だ
。
一
流
の
演
出
家
だ
っ
た
ら
、
自
分
で
、
本
を
書

く
。」こ
れ
、
誰
の
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
か
？

　

今
か
ら
三
十
年
前
、
私
は
、
大
学
生
で
、
あ
る
民
放

テ
レ
ビ
局
で
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
私
は
、
将
来
は
、

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ラ
イ
タ
ー
に
な
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
局
で
の
バ
イ
ト
は
、
そ
の
た
め
の

足
が
か
り
と
し
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界
を
知
る

チ
ャ
ン
ス
と
思
っ
て
始
め
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ

は
、
大
き
な
間
違
い
で
し
た
。
担
当
し
た
の
は
、
限
り

な
く
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
近
い
歌
番
組
で
、
最
初
の
頃
こ

そ
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
カ
ッ
ト
割
り
や
、
編
集
作
業
に

興
味
を
持
ち
ま
し
た
が
、
三
ヶ
月
も
す
る
と
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
と
は
ほ
ど
遠
い
世
界
に
う
ん
ざ
り
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
折
、
大
学
の
友
人
が
、
蜷
川
さ
ん（
も
ち
ろ
ん
、

演
出
家
、
蜷
川
幸
雄
氏
の
こ
と
）が
、
新
作
を
演
出
す

る
の
に
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
探
し
て
る
ん
だ
け
ど
、
や

っ
て
み
な
い
か
と
、
声
を
掛
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

友
人
は
、
以
前
、
俳
優
と
し
て
、
蜷
川
作
品
に
出
演
し

初
級
コ
ー
ス  

講
師　

釜　
　
　

紹　

人

脚
本
家
養
成
講
座

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
時
の
私
は
、
芝
居
に
、
そ

ん
な
に
興
味
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
、
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
ば
ら
く
、
迷
っ
て
い
る
と
、
そ
の
後
、
先
輩
ア

シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
、
色
々
と
お
世
話
に
な
っ
た
方
か

ら
、
直
接
連
絡
が
あ
り
、
私
は
あ
っ
さ
り
、
口
説
き
落

と
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

芝
居
の
世
界
の
初
仕
事
は
、
三
百
人
以
上
の
俳
優
が

応
募
し
て
き
た
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
受
け
付
け
で
し
た
。

終
了
後
、
初
対
面
の
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
や
、
手
伝
っ
て
下

さ
っ
た
俳
優
さ
ん
た
ち
と
、
飲
み
会
に
繰
り
出
し
ま
し

た
。
二
次
会
、
三
次
会
と
次
々
に
ハ
シ
ゴ
し
、
俳
優
さ

ん
た
ち
は
、
飲
め
ば
飲
む
ほ
ど
、
エ
ス
カ
レ
ー
ト
。
相

手
構
わ
ず
、
キ
ス
を
す
る
。
洋
服
を
脱
ぎ
始
め
る
。
気

が
つ
く
と
、
先
輩
ス
タ
ッ
フ
は
、
い
つ
の
ま
に
か
フ
ェ

イ
ド
ア
ウ
ト
。
残
さ
れ
た
ス
タ
ッ
フ
は
、
私
だ
け
。
終

電
も
、
と
う
に
な
く
な
り
、
家
に
帰
れ
な
い
か
ら
、
一

緒
に
泊
ま
っ
て
く
れ
と
、
駄
々
を
こ
ね
る
男
優
さ
ん
。

こ
れ
が
、
芝
居
の
世
界
な
の
？
と
当
惑
す
る
私
。
結
局
、

女
優
さ
ん
一
人
を
足
し
た
三
人
で
、
連
れ
込
み
旅
館
に

泊
ま
る
こ
と
に
。
と
は
言
え
、
ま
さ
か
三
人
で
は
、
泊

め
て
く
れ
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
、
私
は
、
帳
場
の
前
を

講義風景
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仕
事
は
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
操

作
し
て
、
効
果
音
や
音
楽
を
流
す
こ

と
。
今
で
は
、
ボ
タ
ン
操
作
一
つ
で

済
む
仕
事
で
す
が
、
当
時
は
、
オ
ー

プ
ン
リ
ー
ル
に
テ
ー
プ
を
掛
け
替
え
、

い
ち
い
ち
頭
出
し
を
確
認
し
て
音
を

出
す
。
そ
の
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
が

五
台
も
あ
る
の
で
す
。
初
心
者
の
私

に
と
っ
て
は
、
緊
張
の
連
続
で
す
。

私
が
、
ト
チ
れ
ば
、
稽
古
が
止
ま
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
お
ま
け
に
、
蜷
川

さ
ん
の
怒
鳴
り
声
が
、
稽
古
場
中
に

響
き
渡
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
私

を
常
に
か
ば
っ
て
く
れ
た
の
が
、
一

緒
に
お
泊
ま
り
を
し
た
二
人
の
俳
優

さ
ん
で
し
た
。
彼
ら
は
、
蜷
川
さ
ん

を
な
だ
め
、
氷
つ
い
た
稽
古
場
の
雰

囲
気
を
巧
み
に
和
ら
げ
て
く
れ
ま
し

た
。
因
み
に
、
蜷
川
さ
ん
は
、
本
当

に
灰
皿
を
投
げ
ま
す
。
し
か
し
私
の

囲
り
に
は
、
音
響
機
材
が
あ
る
た
め
、

さ
す
が
に
、
灰
皿
は
飛
ん
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
何
度
と
な

く
、
灰
皿
は
投
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

実
は
、
そ
の
と
き
、
稽
古
場
に
は
、

大
き
な
問
題
が
あ
っ
た
の
で
す
。
台

本
が
完
成
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

演
出
家
と
な
っ
た
、
今
の
私
に
は
、

当
時
の
蜷
川
さ
ん
の
ス
ト
レ
ス
が
、

ど
れ
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
か
、
よ

匍
匐
前
進
。
何
と
か
、
部
屋
に
は
、
入
れ
た
も
の
の
、

私
は
、
そ
の
ま
ま
畳
の
上
で
爆
睡
。
気
が
つ
い
た
ら
、

朝
で
し
た
。
旅
館
を
出
て
、
そ
の
ま
ま
三
人
で
、
そ
ば

屋
に
入
る
と
、女
優
さ
ん
が
、私
に
向
か
っ
て
一
言
。「
昨

夜
は
、
私
が
、
あ
な
た
を
守
っ
て
あ
げ
た
の
よ
。」何
と
、

初
日
に
し
て
、
大
い
な
る
洗
礼
を
受
け
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
稽
古
が
始
ま
っ
て
か
ら
は
、
こ
の
お
二
人

に
は
、
本
当
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
稽
古
場
で
の
私
の
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脚
本
家
養
成
講
座

く
わ
か
り
ま
す
。
毎
日
、
小
出
し
に
出
て
来
る
台
本
が
、

最
終
的
に
完
成
し
た
の
は
、
初
日
の
十
日
ほ
ど
前
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
し
か
も
、
そ
の
本
は
、
素
人
の
私
か

ら
見
て
も
、
辻
褄
の
合
わ
な
い
矛
盾
だ
ら
け
の
本
で
し

た
。
そ
れ
で
も
、
蜷
川
さ
ん
は
、
一
字
一
句
直
し
ま
せ

ん
。
そ
れ
が
、
蜷
川
さ
ん
の
ポ
リ
シ
ー
な
の
で
す
。
私

に
は
、
そ
れ
が
、
ど
う
し
て
も
納
得
い
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
と
は
言
え
、
い
く
ら
な
ん
で
も
、
稽
古
場
で
、
そ

れ
が
言
え
る
ほ
ど
、
私
に
は
、
度
胸
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
初
日
が
開
い
て
、
し
ば
ら
く
し
て
、
開
演
前
に

ロ
ビ
ー
を
振
ら
つ
い
て
い
る
と
、
蜷
川
さ
ん
が
、
い
ま

し
た
。
辺
り
に
は
、
他
に
誰
も
い
ま
せ
ん
。
今
が
、
チ

ャ
ン
ス
だ
と
思
い
、
私
は
、
稽
古
場
で
考
え
て
い
た
、

本
に
対
す
る
か
な
り
辛
辣
な
感
想
を
ぶ
つ
け
て
み
ま
し

た
。
す
る
と
、
蜷
川
さ
ん
は
、
反
論
す
る
こ
と
も
な
く
、

黙
っ
て
、
私
の
意
見
を
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　

が
、
や
が
て
、
私
を
悟
す
か
の
よ
う
に
、
静
か
に
語

っ
て
く
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
、
こ
の
文
章
の
冒
頭
に

掲
げ
た
名
台
詞
で
す
。
な
ん
か
、
格
好
良
す
ぎ
だ
と
思

い
ま
せ
ん
か
？
一
流
ど
こ
ろ
か
、
超
一
流
だ
か
ら
こ
そ

言
え
る
、
そ
ん
な
台
詞
だ
と
思
い
ま
す
。

　

初
級
講
座
の
皆
さ
ん
、
頑
張
っ
て
、
本
を
書
い
て
み

ま
し
ょ
う
。
本
が
な
け
れ
ば
、
ぬ
り
絵
師
の
出
番
も
な

い
の
で
す
。

試演風景
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昭
和
四
十
年
代
前
後
の
大
阪
の
芝
居
模
様（
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
新
歌
舞
伎
座
を
中
心
に
〜

文
芸
演
劇
評
論
家　

河　

内　

厚　

郎

宝（
東
京
宝
塚
）が
推
し
進
め
た
。

　

戦
災
に
遭
っ
た
東
京
歌
舞
伎
座
の
復
興
に
尽
力
し
た

腕
を
買
わ
れ
、
松
尾
國
三
が
昭
和
二
十
九
年
に
乗
り
込

ん
だ
千
日
前
の
大
阪
歌
舞
伎
座
は
、
芝
居
茶
屋
制
度
に

頼
る
道
頓
堀
五
座
の
芝
居
興
行
か
ら
脱
皮
し
、
近
代
的

な
興
行
形
態
を
求
め
た
、
白
井
松
次
郎（
一
八
七
七
〜

一
九
五
一
）松
竹
会
長
が
昭
和
七
年
に
建
設
、
関
西
演

劇
の
殿
堂
と
し
て
昭
和
期
前
半
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
た
。
し
か
し
、
こ
こ
を
ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド
と
す
る
関

　

上
方
歌
舞
伎
は
昭
和
三
十
年
代
に
衰
退
し
て
滅
亡
寸

前
ま
で
い
っ
た
が
、
片
岡
仁
左
衛
門（
十
三
世
）ら
関
西

に
踏
み
と
ど
ま
る
俳
優
た
ち
の
献
身
的
な
尽
力
に
よ
り

辛
う
じ
て
生
き
延
び
て
き
た̶

と
い
う
の
が
演
劇
史
の

通
説
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
自
分
は
上
方
歌
舞
伎
が
衰
退
し
た

な
ど
と
思
っ
た
こ
と
は
な
い
と
、
国
立
文
楽
劇
場
か
ら

尼
崎
市
久
々
知
の
近
松
公
園
ま
で
同
乗
す
る
タ
ク
シ
ー

の
中
で
私
に
語
っ
た
の
は
、「
大
阪
の
顔
」と
い
わ
れ
た

初
代
鴈
治
郎
の
孫
、
坂
田
藤
十
郎（
当
時
は
中
村
扇
雀
）

で
あ
る
。
長
年
な
じ
ん
だ
扇
雀
の
名
を
改
メ
三
代
目
中

村
鴈
治
郎
を
襲
名
す
る
直
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
大
阪

松
竹
か
ら
宝
塚
映
画
へ
、
さ
ら
に
東
宝
へ
と
移
籍
し
、

家
族
ご
と
東
京
へ
居
を
移
し
た
身
で
あ
っ
て
も
、
自
分

は
ず
っ
と
大
阪
の
芝
居
を
し
て
き
た
ん
だ
と
い
う
思
い

が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

事
実
、
東
京
へ
移
住
し
た
後
も
、
梅
田
コ
マ
劇
場
の

「
コ
マ
歌
舞
伎
」や
、
新
歌
舞
伎
座
に
お
け
る
女
優
と
の

大阪歌舞伎座

旧・新歌舞伎座

共
演
劇
な
ど
で
、
扇
雀
は
か
ず
か
ず
の
上
方
の
芝
居
を

こ
な
し
て
い
た
。
梅
田
コ
マ
で
昭
和
四
十
年
に
有
馬
稲

子
と
共
演
し
た『
浪
花
の
恋
の
も
の
が
た
り
』（
梅
川
忠

兵
衛
）な
ど
を
筆
者
は
懐
か
し
く
思
い
出
す（
こ
の
芝
居

は
昭
和
四
十
九
年
新
橋
演
舞
場
で
再
演
さ
れ
た
）。

　

銀
幕
で
顔
の
売
れ
た
女
優
と
著
名
な
歌
舞
伎
俳
優
と

で
一
座
を
組
ま
せ
る
ス
タ
イ
ル
は
、
最
後
の
興
行
師
と

呼
ば
れ
た
松
尾
國
三（
一
八
九
九
〜
一
九
八
四
）と
、
東
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西
歌
舞
伎
が
、
頭
領
格
だ
っ
た
阪
東
寿
三
郎
の
没（
昭

和
二
十
九
年
）後
に
内
紛
を
く
り
か
え
し
、
人
気
花
形

の
中
村
扇
雀
を
皮
切
り
に
離
脱
者
が
相
次
ぐ
よ
う
に
な

っ
て
、
二
千
八
百
人
収
容
と
い
う
大
き
な
ハ
コ
を
も
て

あ
ま
す
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。

　

松
尾
國
三
は
こ
の
大
阪
歌
舞
伎
座
の
閉
館
を
決
め
、

昭
和
三
十
三
年
、
御
堂
筋
に
面
し
た
難
波
新
地
に
新
歌

舞
伎
座
を
開
場
さ
せ
る
。
設
計
を
担
当
し
た
の
は
、
昭

和
を
代
表
す
る
建
築
家
で
、
日
生
劇
場
も
手
が
け
た
、

村
野
藤
吾（
一
八
九
一
〜
一
九
八
四
）で
あ
っ
た
。

　

昭
和
三
十
年
代
当
時
、
商
業
演
劇
と
い
え
ば
、
新
派
・

新
国
劇
・
松
竹
新
喜
劇
な
ど
で
あ
っ
た
が
、
大
阪
新
歌

舞
伎
座
の
開
場
に
よ
り〈
座
長
芝
居
〉や〈
女
優
一
座
〉が

存
在
感
を
発
揮
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　

昭
和
三
十
八
年
三
月
大
映
を
フ
リ
ー
に
な
っ
た「
天

下
の
美
女
」山
本
富
士
子
は
、
四
月
の
十
一
代
目
市
川

團
十
郎
と
の
共
演
、
翌
年
二
月
の
東
宝
劇
団
参
加
…

舞
台
で
の
再
出
発
に
こ
と
ご
と
く
横
槍
が
入
っ
た
。
フ

リ
ー
に
な
っ
た
女
優
に
ま
で
邦
画
界
の
五
社
協
定
が
及

ぶ
の
か
と
世
間
か
ら
不
思
議
が
ら
れ
た
が
、
新
歌
舞
伎

座
の
親
会
社
で
あ
る
日
本
ド
リ
ー
ム
観
光（
前
身
・
千

土
地
興
行
）が
五
社
協
定
に
縛
ら
れ
な
い
と
あ
っ
て
、

山
本
は
舞
台
女
優
と
し
て
再
出
発
。
初
舞
台
は
昭
和

三
十
九
年
四
月
、
松
本
幸
四
郎（
後
の
白
鸚
）の
一
座
で

あ
っ
た
。

　

以
後
、
Ｏ
Ｓ
Ｋ（
大
阪
松
竹
歌
劇
団
）出
身
の
京
マ
チ

子
、
宝
塚
歌
劇
団
出
身
の
有
馬
稲
子
・
淡
島
千
景
ら
が
、

歌
舞
伎
の
大
御
所
や
二
枚
目
役
者
と
組
ん
で
続
々
と
新

歌
舞
伎
座
に
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
岡
田
茉
莉
子

も
そ
の
一
人
だ
が
、
の
ち
に
東
京
・
大
阪
の
三
越
劇
場

で
の
文
芸
路
線
を
定
着
さ
せ
、
松
竹
の
大
谷
竹
次
郎
会

長
か
ら
新
派
入
り
を
誘
わ
れ
た
と
自
伝
に
記
し
て
い
る
。

　

新
歌
舞
伎
座
の
座
長
芝
居
で
は
、
長
谷
川
一
夫
が

二
十
二
年
間
連
続
出
演
を
誇
り
、
二
十
六
回
の
う
ち
十

回
は
初
春
興
行
で
あ
っ
た
。
初
代
鴈
治
郎
の
門
弟
ら
し

い
和
事
味
の
漂
う
艶
冶
な
舞
台
は
長
谷
川
歌
舞
伎
と
も

呼
ば
れ
、
山
本
富
士
子
と
は
天
下
の
美
男
美
女
コ
ン
ビ

を
組
ん
で
観
客
を
沸
か
せ
た
。

　

同
じ
く
歌
舞
伎
界
出
身
の
大
川
橋
蔵
も
新
歌
舞
伎
座

に
十
六
回
出
演
。橋
蔵
公
演
に
は
片
岡
仁
左
衛
門（
十
三

世
）が
毎
年
の
よ
う
に
付
き
合
い
、
中
幕
で
は
歌
舞
伎

舞
踊
の『
落
人
』や『
舟
弁
慶
』、
梅
川
忠
兵
衛
や
お
初
徳

兵
衛
の
道
行
等
で
共
演
し
た（
橋
蔵
は
女
形
を
つ
と
め

た
）。
昭
和
四
十
七
年
十
月
、
橋
蔵
が
弁
天
小
僧
を
演

じ
た
折
は
、仁
左
衛
門
の
日
本
駄
右
衛
門
が
大
詰
の「
極

楽
寺
山
門
」ま
で
演
じ
た
の
が
話
題
と
な
っ
た
。

　

そ
の
翌
十
一
月
、
山
本
富
士
子
の
座
長
公
演
に
特
別

出
演
し
た
実
川
延
若（
三
世
）は
、
得
意
の
踊
り
と
ケ
レ

ン
を『
大
津
絵
道
成
寺
』で
披
露
。
当
時
売
り
出
し
中
の

片
岡
孝
夫（
現
・
仁
左
衛
門
）も
有
馬
稲
子
と『
江
島
生

島
』で
共
演
し
た
り
、
山
田
五
十
鈴
の『
淀
ど
の
日
記
』

に
秀
頼
の
役
で
出
た
り
し
て
い
る
。

昭和39年新歌舞伎座2月興行

昭
和
四
十
年
代
前
後
の
大
阪
の
芝
居
模
様
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新歌舞伎座のプログラム

　

新
派
の『
残
菊
物
語
』で
は
、
主
人
公
と
同
名
の
尾
上

菊
之
助（
現
・
菊
五
郎
）が
水
谷
八
重
子（
先
代
）と
夫
婦

役
で
共
演
。
他
に
も
印
象
深
い
座
組
と
し
て
は
、
中
村

勘
三
郎（
先
代
）や
尾
上
松
緑
と
山
田
五
十
鈴
、
市
川
寿

海
と
そ
の
養
子
・
市
川
雷
蔵
の
一
座
と
い
う
の
も
あ
っ
た
。

　

テ
レ
ビ
が
全
国
の
家
庭
に
普
及
し
娯
楽
が
多
様
化
し

て
い
く
昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
四
十
年
代
を
通
じ
、

こ
う
し
た
組
み
合
わ
せ
の
妙
を
編
み
出
す
の
が
大
劇
場

公
演
の
華
と
な
っ
て
い
く
。
個
人
客
よ
り
団
体
客
の
誘

致
に
重
き
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
り（
東
京
歌
舞
伎
座

の
よ
う
な
幕
見
席
が
大
阪
か
ら
失
わ
れ
た
の
も
好
劇
家

を
減
ら
せ
た
一
因
で
は
な
か
っ
た
か
）、
と
り
わ
け
男

性
の
演
劇
離
れ
が
甚
だ
し
く
、
そ
の
ぶ
ん
女
性
観
客
の

占
め
る
割
合
が
増
大
し
、
そ
こ
に
人
気
ス
タ
ー
を
中
心

に
し
た
座
長
芝
居
が
大
き
な
比
重
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
。
実
力
を
有
し
な
が
ら
甘
い
ム
ー
ド
を
欠
く
、

新
国
劇
の
よ
う
な
男
っ
ぽ
い
劇
団
は
観
客
動
員
が
苦
し

く
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

高
度
成
長
期
は
芸
能
に
お
い
て
も
専
門
店
か
ら
総
合

店
へ
と
移
行
す
る
時
期
で（
今
は
再
び
専
門
店
化
し
つ

つ
あ
る
）、
演
劇
の
デ
パ
ー
ト
さ
な
が
ら
に
各
種
の
芝

居
を
豪
華
な
出
演
者
陣
で
見
せ
よ
う
と
す
る
新
歌
舞
伎

座
や
梅
田
コ
マ
劇
場
に
比
べ
、
道
頓
堀
の
中
座
や
朝
日

座
に
お
け
る
純
歌
舞
伎
の
一
座
は
地
味
に
映
っ
た
も
の

で
あ
る
。

　

当
時
、
道
頓
堀
で
は
藤
山
寛
美
を
中
心
と
す
る
松
竹

新
喜
劇
が
人
気
だ
っ
た
が
、
昭
和
四
十
七
年
三
月
、
中

座
の
舞
台
へ
八
年
ぶ
り
に
登
場
し
た
二
代
目
鴈
治
郎
が

曽
我
廼
家
十
郎
を（
そ
の
妻
を
英
つ
や
子
）、
新
派
の
金

田
龍
之
介
が
曽
我
廼
家
五
郎
を
、
新
国
劇
の
島
田
正
吾

が
沢
田
正
二
郎
を
演
じ
、
新
喜
劇
の
源
流
で
あ
る
曾
我

廼
家
喜
劇
が
明
治
期
に
誕
生
し
た
い
き
さ
つ
を
描
い
た

芝
居（
タ
イ
ト
ル
は
忘
れ
た
）を
懐
か
し
く
思
い
出
す
。

　

そ
の
松
竹
新
喜
劇
も
、
新
派
も
、
昔
日
の
面
影
は
な
く
、

新
国
劇
は
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
隆
盛
を
誇
っ
た
座
長

芝
居
も
圧
倒
的
な
存
在
感
を
示
す
ス
タ
ー
が
減
り
つ
つ

あ
る
が
、
歌
舞
伎
は
し
た
た
か
に
生
き
延
び
て
き
た
。
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会社名 代　表　者　名 住　　　所

関　

東

株式会社イヤホンガイド 代表取締役社長　久門　　隆 104-0061　東京都中央区銀座3-14-1 銀座3丁目ビル5F

有限会社大久保化学工業 代 表 取 締 役　大久保政彦 103-0008　東京都中央区日本橋中洲4-15

歌舞伎座（松竹） 代表取締役社長　迫本　淳一 104-0061　東京都中央区銀座4-12-15

NPO法人キッズエクスプレス21 理　　事　　長　竹井　　純 104-0042　東京都中央区入船3-2-7第2明治ビル6F

株式会社コマ・スタジアム 代表取締役社長　大隈　　廣 160-0021　東京都新宿区歌舞伎町2-44-1 ハイジア9F

サンシャイン劇場（松竹） 代表取締役社長　松本　康男 170-8630　東京都豊島区東池袋3-1-4

シアタークリエ（東宝） 代表取締役社長　島谷　能成 100-8415　東京都千代田区有楽町1-2-1

松竹衣裳株式会社 代表取締役社長　酒井　誠一 104-0041　東京都中央区新富2-2-8

株式会社ショウビズスタジオ 代表取締役社長　橋本　幸喜 104-0061　東京都中央区銀座1-28-5

新橋演舞場（松竹） 代表取締役社長　迫本　淳一 104-0061　東京都中央区銀座6-18-2

株式会社タカサゴ 代表取締役社長　新倉　康榮 171-0031　東京都豊島区目白1-1-1

帝国劇場（東宝） 代表取締役社長　島谷　能成 100-0005　東京都千代田区丸の内3-1-1

藤浪小道具株式会社 代表取締役社長　湯川　　彰 111-0032　東京都台東区浅草6-2-6

株式会社紅三 代表取締役社長　阿部　晋悟 130-0024　東京都墨田区菊川3-13-3 K'sビル2F

株式会社明治座 代表取締役社長　三田　芳裕 103-0007　東京都中央区日本橋浜町2-31-1

株式会社WOWOWコミュニケーションズ 代表取締役社長　井上陽二郎 220-8080　神奈川県横浜市みなとみらい3-3-1 三菱重工横浜ビル18F

中　

京

株式会社中日新聞社 代表取締役会長　白井　文吾 460-8511　愛知県名古屋市中区三の丸1-6-1

株式会社御園座 代表取締役社長　長谷川栄胤 460-8403　愛知県名古屋市中区栄1-6-14

関　

西

大阪松竹座（松竹） 代表取締役社長　迫本　淳一 542-0071　大阪府大阪市中央区道頓堀1-9-19

京都南座（松竹） 代表取締役社長　迫本　淳一 605-0075　京都府京都市東山区四條大橋東詰

株式会社新歌舞伎座 代表取締役社長　川瀬　昌弘 543-0001　大阪府大阪市天王寺区上本町6-5-13
九
州株式会社博多座 代表取締役社長　芦塚日出美 812-8615　福岡県福岡市博多区下川端町2-1

会社名 代　表　者　名 住　　　所

関　

東

株式会社アズミコーポレーション 代 表 取 締 役　小林　康博 333-0866　埼玉県川口市芝4-7-24

有限会社アトリエ・カオス 代 表 取 締 役　田中　義彦 156-0056　東京都世田谷区八幡山1-1-15

株式会社アヤベ洋菓子 代表取締役社長　綾部　　清 121-0812　東京都足立区西保木間1-22-6

株式会社エス・ピー・ディ明治 代表取締役社長　井田　浩司 103-0007　東京都中央区日本橋浜町2-31-1 明治座アネックスビル

演舞場サービス株式会社 代表取締役社長　岡副　昭吾 104-0061　東京都中央区銀座6-18-2

株式会社歌舞伎座 代表取締役社長　大谷　信義 104-0061　東京都中央区銀座7-15-5 共同ビル5階

歌舞伎座舞台株式会社 代表取締役社長　金田　栄一 104-0061　東京都中央区銀座7-15-5 共同ビル4階

有限会社菊地商事 代 表 取 締 役　菊地　正夫 162-0834　東京都新宿区北町40番地

熊谷印刷株式会社 代表取締役社長　岡田　智夫 104-0045　東京都中央区築地3-3-12

サンピアンかわさき 館　　　　　長　足立　公司 210-0011　神奈川県川崎市川崎区富士見2-5-2

新橋演舞場株式会社 代表取締役会長　岡副　昭吾 104-0061　東京都中央区銀座6-18-2

成旺印刷株式会社 代表取締役社長　中田　久士 105-0014　東京都港区芝2-1-28

（社）日本演劇興行協会　法人会員名簿 平成23年12月現在（五十音順）

（社）日本演劇興行協会　賛助会員名簿 平成23年12月現在（五十音順）
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株式会社テクノ三紫 代 表 取 締 役　小野　雅司 103-0008　東京都中央区日本橋中洲4-15-401

東急パーキングシステムズ株式会社 代表取締役社長　田村　英雄 108-0023　東京都港区芝浦4-3-4 田町きよたビル5F

東京昭和運輸株式会社 代 表 取 締 役　岩田　敏雄 187-0004　東京都小平市天神町2-59-1

東京帝国警備保障株式会社 代表取締役社長　島居　眞文 170-0005　東京都豊島区南大塚3-47-1 オーエスビル6F

株式会社東宝コスチューム 取 締 役 社 長　國井　祐嗣 151-0043　東京都渋谷区笹塚3-22-3

株式会社東宝サービスセンター 代表取締役社長　守屋　俊男 100-0006　東京都千代田区有楽町1-7-1 有楽町電気ビル

東宝舞台株式会社 代表取締役社長　島田　達也 339-0025　埼玉県さいたま市岩槻区釣上新田1048-1

東宝不動産株式会社 代表取締役社長　八馬　直佳 100-0006　東京都千代田区有楽町1-5-2

杜陵印刷株式会社 代表取締役社長　大野　志郎 112-0002　東京都文京区小石川3-35-13

株式会社宝円堂 代 表 取 締 役　阿多　　亨 104-0041　東京都中央区新富1-5-5

有限会社ホー・ユー企画 代表取締役社長　宇佐美　肇 171-0021　東京都豊島区西池袋3-33-24-401

株式会社宮澤商店 取 締 役 社 長　宮澤　　武 111-0032　東京都台東区浅草6-5-1

明治座事業株式会社 代表取締役社長　三田　芳裕 103-0007　東京都中央区日本橋浜町2-31-3

明治座舞台株式会社 代表取締役社長　三田　芳裕 103-0007　東京都中央区日本橋浜町2-31-3

株式会社よどや 代 表 取 締 役　森　　久榮 111-0035　東京都台東区西浅草3-12-8

中　

京

鵜飼興業株式会社 代表取締役社長　神谷　武彦 460-0008　愛知県名古屋市中区栄1-6-14 御園座会館6F

株式会社華新 代表取締役社長　土井　信策 468-0053　愛知県名古屋市天白区植田南3-309 華新ビル

有限会社藤井照明 取 締 役 社 長　藤井　幹伸 464-0075　愛知県名古屋市千種区内山3-1-15

株式会社山二製材所 代 表 取 締 役　児玉　正光 454-0012　愛知県名古屋市中川区尾頭橋通1-25

関　

西

株式会社関西再資源ネットワーク 代表取締役社長　福田　裕司 592-8331　大阪府堺市西区築港新町4丁2番5号

有限会社関西照明設備研究所 代 表 取 締 役　河本　康夫 552-0007　大阪府大阪市港区弁天3-15-9

佐川印刷株式会社 代 表 取 締 役　木下　宗昭 617-0003　京都府向日市森本町戌亥5-3

三精輸送機株式会社 代 表 取 締 役　中川　　実 564-0063　大阪府吹田市江坂町1-13-18

たつた舞台株式会社 代 表 取 締 役　立田　　豊 542-0071　大阪府大阪市中央区道頓掘1-9-19 大阪松竹座

野田福 代 表 取 締 役　野田　達子 560-0026　大阪府豊中市玉井町1-10-21

学校法人野辺野学園 理　　事　　長　山中　　理 514-1121　三重県津市久居二ノ町1855

株式会社プログレ 代表取締役社長　山本　　進 530-0003　大阪府大阪市北区堂島2-1-27 桜橋千代田ビル

山田不動株式会社 代表取締役社長　山田　崇博 604-8414　京都府京都市中京区西ノ京小倉町22

新　

潟

愛商新潟有限会社 代 表 取 締 役　長谷川久美子 955-0041　新潟県三条市三竹1-1-33

カザマスチール有限会社 代 表 取 締 役　風間　　誠 959-1264　新潟県燕市八王寺1538-3

株式会社つばめブックセンター 代 表 取 締 役　武田　大介 959-1200　新潟県燕市大字東太田2918

有限会社フジテツ 代 表 取 締 役　藤森トモ子 959-1264　新潟県燕市大字八王寺26-2

株式会社丸雅商会 代 表 取 締 役　杉村　英治 955-0082　新潟県三条市西裏館2-6-11

会社名 代　表　者　名 住　　　所

財団法人都民劇場 理　　事　　長　河竹登志夫 104-8077　東京都中央区銀座5-1-7 数寄屋橋ビル6F

（社）日本演劇興行協会　特別会員 平成23年12月現在

賛助会員名簿
会社名 代　表　者　名 住　　　所
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東　

京

歌 舞 伎 座 松 竹 株 式 会 社

株 式 会 社 コ マ・ス タ ジ ア ム 木村　　慎 160-0021　東京都新宿区歌舞伎町2-44-1 03-3202-2511

サンシャイン劇場 松 竹 株 式 会 社 松井　　理 170-8630　東京都豊島区東池袋3-1-4文化会舘 03-3987-5281 832

新 橋 演 舞 場 松 竹 株 式 会 社 船越　直人 104-0061　東京都中央区銀座6-18-2 03-3541-2600 1,428

帝 国 劇 場 東 宝 株 式 会 社 阿部　聖彦 100-0005　東京都千代田区丸の内3-1-1 03-3213-7221 1,917

シアタークリエ 東 宝 株 式 会 社 山﨑奈保子 100-0006　東京都千代田区有楽町1-2-1 03-3591-2400 611

明 治 座 株式会社明治座 野田　勇樹 103-0007　東京都中央区日本橋浜町2-31-1 03-3660-3939 1,368

中　

京

中 日 劇 場 株式会社中日新聞社 鈴木　泰彦 460-0008　愛知県名古屋市中区栄4-1-1中日ビル 052-263-7190 1,444

御 園 座 株式会社御園座 谷本　公成 460-8403　愛知県名古屋市中区栄1-6-14 052-222-8210 1,656

関　

西

新 歌 舞 伎 座 株式会社新歌舞伎座 大竹　　進 543-0001　大阪府大阪市天王寺区上本町6-5-13 06-7730-2121 1,453

大 阪 松 竹 座 松 竹 株 式 会 社 吉浦　高志 542-0071　大阪府大阪市中央区道頓掘1-9-19 06-6214-2211 1,033

南 座 松 竹 株 式 会 社 国越　稔弘 605-0075　京都府京都市東山区四条大橋東詰 075-561-1155 1,086

九
州博 多 座 株式会社博多座 満尾　正彦 812-8615　福岡県福岡市博多区下川端町2-1 092-263-5858 1,490

建替え中（2013年春　完成予定）


